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4.考 察~ヅト試験による「水帽の温海
に闘する研究J結果は、 8J.J上旬の幼穂形成期
〈出穂前約1:7月)までは~ }]<.椙さ雌も常に描
水漉甑の必要はなト土壇水分有F倒利水量の約
'10%に保った方がよりよ守生育ぞなすのである
が、覗貨には8月上旬まで特に1甚水曜紙奇行つ
τ居るのである。これは甚しい矛膚であるさい
はねばならない。この矛盾が本研究によって或
軽度解明せられずこわ砂であるoWも、現賓に於
τ8月上旬迄特t二浴}~謹j属して居るのは、l1<.帽
のよりよき生育のためではな〈て雑草の費生沿
少<t.、且、田面~膨軟にして人の手による除
草作業ぞ容易ならレめんが?とめの耕作管理上の
要請に基ぐものである。故に、滋瓶ゐ方法を水
輔の生育じよめよきゃうI二あらおめ(常に活水
灘概するこさな〈土猿水分を8月上旬迄飽和水
量の7d~に保つ〉そのために襲撃の費生が多〈
なり、図面が固結しτ除草作業が困雛さなるな
長ば、それは除幕方・法の改良によっτ解決すぺ
きである。卸ち、水帽の栽様;方式ぞ改め、畜力
横械力i二よる除草作業をなし得るやうにすぺ'
である0
5・摘 裏番待の r}]<.l角的遺跡二嗣ずる研
究j ポ~"試験結果さ窺貰の直視方法さの矛膚
そ解明せんがにめ、昭和17年に特別な撰置をつ
〈り瀧j債の方法三稲〈特に地下部〉及び雑草の生
育に闘する研究者F行って突の如き結果を得大。
<1) 8月上旬までは、常tこ湛}]<.謹甑せ今して
土壌水会や70%程度に維持するコケが水艦の生育
特に根系賦態が良好である。
(2)しかしながら.か，くするさきは雑草の費
生が著し〈多ぐ、田面が固結Lτ人の事による
除草作業が甚記困難である。
(3)それ故に、現賓に符はれてゐる8月上旬
までの湛水溝獅は、 71<.帽の第1義的必要事でな
ぐて、耕作管理上の第2義的要請に基〈もので
あ包て、それは除草方法の改良によっτ解決し
なげればならない。
~献
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1:緒 雷葉輔の毛茸の有量号、毛茸の形.
色、分布舷態等の差異は屡々禾本科その他tこ於
ける種の匝別上のI特性さして用いられる。街
聞ー種巳於て有毛及び鋸毛の2型が匝別される
ものもある。大型Fは後者に属するものの 1もあ
るo併し乍ら大多ではこの形質に劃しτ従来余
り聞心がはらわれな治、つ土。 AlぽhSllllner及び
.， 
P制lh(1931)が凋乙産大多についτ、:叉λberg
及び Wiebe(1946) が米国の大差p:~手ついて夫々
この形質や研究しτいるじすぎなh、併し業鞘
の毛茸の有無なる形質の研究は、輩に大穿の分
類上の1特佐さιて興味があるのみでなし
A.ufh卸 uner等tl'若干ふれている如くそのltl!哩的
分柑或は品種群聞に特異性が認められる露、大
...品種の地直的分化の問題ぞ考察する上にも多
少寄興する所がある。故に著者等は本特性の品
種間差典、遁侮立正ぴtこその遺健子の地理的分布
等t二醐しτ調査毛並行つ允。ここ t二その栴要~報
告するq
2.葉舗の毛茸の一般的観察並びに品冨
間差異 'Aufhammer及び Pe喧h(l舘りは大夢
の葉鞘tこ於りる毛茸の私聾や分布駅離等じつい
て可なり詳細tニ調査しτいるが、以下に著者等
柄拘大調査の結果の要動のみを漣べる3
(~量感研宛由席3E~島第 1 録 6-10頁 19(8) - 6ー
. 
形態 t葉鞘の表皮を検鎖するさ脹さ脹ミの問
主!さしτ樟曹来上部爾縁つ〉気孔をふぐむ細sf!13itl
t;:.接して2種の毛茸が可なり規則的に生じてい
るのがみられるョその11まとぐ川形の媛刺毛で
他はこれより著しぐ長い柔毛(l!'la四UlBare)ず
ある。
柔毛(以下毛茸さ略構)は表皮の細長い細胞
~細胞さの閉じ根ざし、基郊はやや太〈球獄、
先端針蹴4きした膜の厚い草細胞で、遁常表皮
ω面~直角に生じる3 成長した毛茸は中容で、
，揺に肉眼で白ぐ貝えるコ長a0.5叫1.41岨，平
均 {UJ4土O.1832mm()
~茸の分布賦膿:柔毛の分布献態は I 葉鞘で
も部分iニより、叉"1偲艦内でも薬きたじより一
様ではない。
下部葉位の葉鞘ではキ般に中肋の部分に密度
最も高〈雨縁にゆ(Iこしにがい少〈なるa見、
素片さの連母語及び下位築制にi邑-Y< I二つれ分
布密度を減じる。一般に露出部に多いが、下位
禦鞘に蔽われ大部分ιも多少見出される3併t
ながら、止薬lニ近い上位の接鞘ではこれさ異り、
僅少の腸毛t:け、をづけ、中胞の部分は反って無
屯'であZ23
きたに葉ヨJt~毛茸の多少さの聞係についτみる
tみ弟培境境じ依り一定Lないが、普通の俸件
て1本植した多重責の品種についで観察した所じ
よる芝、どの品種に於ても主再では第3-第7
、就中第.J，第6葉鞠i二員も多〈、倒はこれ
〉よb著し〈少い3 そして、歳頂蕪ω葉鞘及び
そめず~ I位の葉鞘には通常毛を生じない占
品種内及び品種間運異:Auf.lammer等によれ
ば、 1品種内でも佃瞳により毛主Fの有無、多少
に闘し差のある揚合が多〈、縫っτ氏等は、各
品種につき夫々一定数の個恒の毛茸若生程度を
砦毛乃至極多毛にわたる 5惜越の標準に臨して
1宜し.各階紐i二割する個糧頻度そ以てその品
勧請の着庄程度を示してh、るq 然るに著者
増紡行った圃損及び室内に於ける数年間の観察
結県ではこれさ趣を異lζし、有毛の品種は常に
有・毛、無毛の品種は常i二無毛であるのみなら歩
1品種内に斡ける毛茸着生密度も慨して一様で
ある。それで、有毛品種をJ，!I二多毛・中毛・少宅
雪崩tこ匝別するこさもさほど困難ではなかっ允由
み注射品種は有強制毛同州こ酬で
きるさのべているョミi品、え、 1品種中に有毛
及び無毛個慢を明カ、に混じでいるものも若干あ
り、これは l同rg等のいう如< b蹴;yj'l'e，~混じ
ている結粟であるさ考えらキる司而して、上記
の Aぱ'hammtll'等の観察結幕さの差異も亦主ミ
Lて同氏等の用いた材料の不純に基くものゴ推
定するこさができるョ ' 
3.譲輸の毛茸の遺構 葉鞘め毛茸に闘す
る遺体質験の報告は見忘れな It~~ Auf'ha幽l~t及
び Peむh(1931)は有毛及び無毛の混じた品種か
ら有毛及び録毛1司憶夫h 若予やさりその後代調
宣を行い、無毛{回世からは大抵の掛合無毛のみ
有毛系統からは有毛のみ、或は 34~1%の無毛
そ析出するこさぞ観察じ、この形質が明かに~
俸的であるさ結論しτいるq 著書等は有毛及び
無毛の品種多数をJlh、τ交雑を符づtd
有毛x有毛及び有毛x無毛の引は何れも有
毛であったが、後の指合毛茸若生符度は有宅の
親の夫れより低いようであったq 無毛×無毛の
FJ及び F.4は常に無毛であったa究u:有毛×無
毛ol]1:舎に於りる分離の若干例を第l表に示すq
第I表葉鞘有毛X無毛の F21二於け
る分離の敏例
実権続令ぜ 同州 X2Iゴ
三月子 1銃X閥 取 26291 353 0.1143 
重大根ヨ~X 竹 桃 10134 135 0.0025 1. 
大角シバり-x屋損滋 23887 :i25 0.5426 O. 
大 分緑×在来寝苦 23768 :05 l.HI02 O. 
ロ U ヤ犬多X/J帆就同5380 333 0>1692 O. 
第 1 表によれば罪抑jの毛茸の有無はv.ーの~
徳子針により決定され、有毛牲は無毛性tニ封し
て優性であるさみられるョ併し、 16菟雑中3は
む に於て、無毛個韓の車交が期待望まより多少多か
った司これti有毛親の毛茸着生密齢、他よりも
低かったため、へアロの極少毛個憶をF無毛芦謀
った結果ではないかさ思わす古るが、れ調査ぞb
ていないので明確なこさはわからない耳街、品
種問、特じ極端な多毛さ少毛品'種の聞に明かt二
見・られる毛茸の倍1衰の差異巧如何なる遺徳俊傍
によるかも明jJ、にし得ながっす乙白 Robe託&011笥;
.《削〉は銃I~有毛及び無毛に射し夫々 4及び
hsなる遺俸子ae披ぞ議定r.でいるので、これや
く6} -6-
._ 
， 
登用するこささする。
最後I二葉鞘の宅茸の有無てHs，hs).さ皮裸性、
穂の疎密性 E共に第3漣鎖鮮〉底刺長短毛〈第
5群〉、並渦牲等ω諸形質さの閥係省F調ペ?こが、
何れも蓮鎖閥係はみられなかった。詳細は他の
機合仁ゆ歩る。
4.有毛及び無毛形質の地理問分化 世
界各地域の木~20CO鯨品種じっき食夢、課葬別
に業鞘の有毛及び豊島毛なる形質的地理的分化の
賦況をじらたた白 ik今皮穿に闘する結果からの
ペる。
G1>皮麦/...地瑳的費異姓世界各地域
別皮穿及び裸穿の有毛及び無毛品種甥.，ま第2
表t>虫日〈であPO
第2表世界各地域に於ける皮夢、裸夢別
業開の有毛及び無毛品種の頻度
皮 ヨ修
1fl 減
椀 |無毛|品積放!栴|純|尉撒
日 本 lalJ鞠 遼 81tfJ6 ω|
車R 鮮 72f 23 1 766 21 1 79 1 S931 
事E ~b 1 33 1 67 1 6 - 1 10n 1 61 
型車 中 50150154 5195138 
百量 洲一 1(oUt 14 1()() 1 -1 1 
室主 東 一 lOQO 8 一 100 1 
欧 洲 一 l∞ 27 一 1ぴ1 2 
ロ ν ャ 8 9¥1 25 一 1ぽ1 3 
ち!日 88 一 1印、 2 
秩燭 42 1 J)!I 51 一
第z表中皮夢の欄やみるに、日本U於て有宅
型φ頻度最も高ぐ、朝鮮二れRこつぎ、望書北、華
中では、概ね有無毛の頻度が柑学しているo3t
満州では金品種無毛であるo倫更に詳細l二調査
してみるさ日本及び朝鮮丙でも地域的4二階毛及
び鋸毛の頻度が著しく異るこさがわかる(第3
_.，表〉即ち:日本に於τは東北地方以北及び酎脅
ではー中・南部地域に比して鱗毛型の頻度が明
かじ高いコ叉、朝鮮の各地域から集めすこ材料r
t'¥二ついてみるさ北鮮4遁は満州ミ同様 1ω%
無毛であり、 4方中南鮮では無毛の頻度は22%
にすぎなもかったqζの結果から、東亜lこ於て満
州、北錐及び北日本等の北部地帯の品種は明が
に夫等の南に接する地域の品種ミ著し〈異り何
九も無毛型の頻度が極めて高い。而して、此等
?? ??? ?? ?
??
??? 『?? 「?? 、??????
?????????
?
」?
，?、
???? 71 
145 
10 
を除いに南の地域t:けじついてみるさ、著書北、
議中念、6中・南鮮、夏t二日本の中・南部九三束
事「するに縫って有毛型の顔度が漸槍する傾向を
ー居明瞭に認め得るのである由
衣t二再び第2表に於て、近束、欧州及びロシ
ヤ等の品種が殆ど無毛であるこさを知る。併し
Aufh創国1e嘘ぴp(泊(1931)によれば春矯二保
種では疎穂 J密穂型共にすべて鍵毛であり、秋
矯の多様種及び二保種並びじ春情多候麓の若子
に於τ有宅型が見られるさ遁べているs但じ有
毛'型の頻度は不明であるq 主均ぎ及lfWiebe 
(1947)は北米合衆国及びカデダの主要品種にヨ
いてこの特性-a>調宣下しているが、その結果を整
理してみちミ二幌種は凡て無毛、"9..多僚種中審
措型は大部分が同様に無毛であり、 -'Ji・歌謡多
保種では有毛の頻度按約40.%，に蓮むている。ニ
、に此等北米の品種は大部分が敵州、ロシザ或
は北阿の原産h至は夫等の雑種であって、東喧
第4表 野生大事の葉鞘の宅茸の有器、
類|産 地吋毛F重
Hordeum即ont阻 eum
C. l{och ぺ~ f./ヤ I 
メy ポ 1 雪ヤ E 
ヨー jJザ且 1 
ア 7 tJ:::.'A~ ν 1 
" ? L 
Y7ガー A 膏ン 宮
" 宮
" ' A 
ト}¥.キス， :，.- 1 
手-屯.ヲ b 1 
1ー 
" 
1 
H. bact'rial.ul;l. Va，v. 
H. t翠nsc闘 picumVav. 
" 
N 
H. agriQCrithon ibe1"g. 
H. murinu血 L. 1ォ ν -:1'、 y 州 I1 
H. gursonennum Parl. Iカ 1 7オ"'=ア州 1
H. pllpllum Nntt. Iカ:，.- -y ~州 I 1 
-7- σ〉
の.品種は融僧多僚種中に若干ふ〈まれているの
l"Ijであゐから、止の結果は同時に敵州及びその
周豊島地域じ於ける有毛及u鍛毛の頻度の概況や
樹すものさ解されようョ
歳後に野生大事に於ては第4表の知〈、栽'堵
楓の起原に闘保があるさ見f検されている西蔵産
仰H・轡iocritMn-では鎌宅、見、近東地方のニ
様野生種群では無毛が多いが向若干の有毛型が
み，られるq 街、その他ゐ3種では全部有.毛であ
Z坊主、全の宅茸の形は上記のものさ多少異って
".るq 耐して、この一見些細な形質に閉じて、
艇に賊械が分化を示しているこさtは注目ホ
。、:会事責であら h
HB.他の形質さの聞係 春秋矯性tSの聞係:
J勧告rgや.Aufhammer等師結果から働州では春
僧型大要が多〈無毛であり、ー方秋矯型のもの
には布毛及び無毛型が含まれるこミを知る。而
L了てこれさ同じ様な聞係は東.ilニ於ても見られ
ぺ卸ち、春婦栽培の行わねる満州、北鮮では
婦宅型品種のみであり、樺求、 4凶毎謹の皮要も
慣撮無ヨE型の頻度が著し〈高い司・-1・それらの
織の草食借地帯では有毛及び無毛型が混在するq
橿型さの蹄係:融州の二傍皮多は殆ど鎌毛で
あるこさが指摘されでいるが、日本に栽培ぎれ
ているこ俵種22品種は 1の例外(交配育成穂〉
を除き全部無毛であり、朝鮮でち同様であるo
I躍して臼本及び朝鮮のこ傑種は主乏して肱州カ、
らの輪入品種或は去等さの交雑種であるからこ
の詰果は宮然稼胡される所であるq
ヨtl二六保種の種キのせ穂型さ禁輸の毛茸さの
削係後日本及び朝鮮の品種について調査した結
県は第昇表の知〈であって、共に四角種に於て
鋸毛型の頻度が精広高い白渦性大葬に於ては日
識では殆ど有毛のみであるが、朝鮮では可なり
第5表 日本及朝鮮の皮~じ於ける
で穂型;;:::葉鞘無毛型の頻度
;日本;朝鮮
登竜. It ト一一-，一一一一!一一一一一一一一i無毛%1翻牽敏 i銀毛%;調査数
:尽き|釘|回 14?laz
' 中を I57 I 7 I 75 i ， 
密君臨震を I 11 I 81 I 24 I 2Gl 
H 申を I15 1， 47 I 12 I 211 
慣性皮夢 I 1 I ，90 r 36 1 '7 
無毛の朔度tJ~高〈なっtい aるョこれは朝鮮の調
性皮葬品種の多〈が交雑育成されたものであう
てき在来型そ0)ま、の形でない結果であろうさ
雄測さhるo街、その他め地域では穂型さ宅茸
さの闘係は明かでなかったq
底刺型さの聞係:禁輸無毛なる形質は東田の
大葬iニ於ては底刺短毛性さ閥連ぞもつようであ
る私今‘日本涯底刺短宅耳tlま長彊毛混合品種l二
於ける葉鞘の宅-茸の蹴態やじらべてみる芝、 13
品種は葉鞘無宅、 12は有無毛混合であって、街
宅型は1品種にすぎない阜、しかも11中9は敵来
品種さ日本従来の有毛種豆町安雑じよ、今育成さ
れたものであるo叉、.朝鮮の短毛及び長短宅混
合底刺をもっ品種~8中17は薬鞘無毛で、有毛型
は僅かに1品種である。満州ではその80%まで
短毛底刺をもっているが、これらは全部業鞘に
毛をもたないo@pち、.東ijl!C栽培される底刺短
毛型品種は、交雑育成品種毛並除けば、殆。r凡て
禁輸に宅茸をもすニないさいえ0.0
(2)得麦世界就中東祖の各地域に栽培さ
れている練歩の葉給有毛型及び録毛型の頻度斜
第2表iこ示した遁りであるq本表をー見して明
治、な如く概要に於ては傑毛型が有詩型に比して
著し〈多ししかも皮要t二於ける如i聖地域的な
有・無毛頻度め差異が謡め区れない。日本i二於
て有毛型の頻度は15%であって向且、各種世穂
型品種群聞に有無宅の頻度の差はみらわない。
又、朝鮮じ於ては有毛型の頻度は22"であ声。
而して朝鮮の棟多では四角種に決t特に有毛型
の頻度高ぐ、並性六角種これじっす、渦性保安 a 
は殆ど無毛である0_中園の禄穿で拡有毛型の頻
度は7'J{.であっτ、日本や朝鮮よりや、少いが
顕著な磐異ではない。向、その他の諸地域では
品種童文が少〈τ論外さ恵、われるが、伺れも大艦
無毛型のみである様である。
5.考察 VaviIov(19部， 27)は作物、家
畜等に於て聾異'の著Lい多様性が集中している
地域はそ@種類の費i砕地であり、ニの地域には
優性遺徳子の集積が同時に欝められる、ぞして
この中心なら離れτゆ〈に従って聾呉@多様性
及び優位遺憾子の童文を減じ劣性遺体子が現われ
て〈るさいう法則や提唱し士が、これは現在重
要な定訴さまでなっτいる.併し乍ら Dobzh.au-
(~ - Bー
、• 
aky (1941)によれば種々の野生動、純物、入頬
等l二於ける建徳予の地理的分布に闘する研究結
果;z.綜合するに‘地球上の種4の地域に分布し
ている生物の各 νー ズは佃hの遺慎二子の頻度に
ついである定まヴた地理的遷移傾向 Olines~.示
すげれども、その遺徳子頻度の，遷移する方向は
各遺健子により夫キ異払各港俸子相互聞に同
何等の聞連牲がないさいうq
著者等は本賓職t二於て大事の葉鞘t二於ける毛
茸の有無が1封の濯倖子 Hs及び hsの支配を
うけるこさを概ね明かにじたq それで或る地域
に栽培される大要に於ける有、無宅型の頻度を
以て直~I二 Hs 或は h申の頻度さ考えるニ 15 が
できるdさτ、本調査の結果‘現在栽培されて
いる皮葬及び裸夢はこの澄博子分布に聞して夫
々濁自の、そして可なり笹雑前まあるがあるー
定L大地理的規則性伝示すのぞみに.~卸ち、皮
穿tニ於ては有毛型卸ち Hs遺体子の頻度t二つい
て日本申南部最も高〈、朝鮮の中南部これにつ
ぎ、著書中.遺書北から夏iこ近束、敵1'~1の秋播栽培
地帯へさ逐吠低下し、中、北駄の春措栽培地帯
や満洲、北鮮等口於て殆r零iこなあこさ、 ~pも
東方がち西方夏l二北方へ向うに根って Hs遺徳
子の頻度が明瞭に値下ずるこさやみ允司今これ
を Vavilovの提唱しすまー般的法則tこあてはめτ
みるさ、この形賀tこ闘する限り日本は他のどこ
の地域より皮寮費帯地に最も託いこささなり、
• Vavilov (1927)が日本は劣性理異の集積Ut:.:
~的中心であるさいう殺さ矛盾するa 又この形
質が特iこ人偏掬汰の酎象さなるさは考主られな
いので、これを氏が例外乏して認めτいJる人爵
禍汰によるー般的法則よりの逸脱の損合さ見な
す事は困難である司次に楳妻の場合、裸性は本
来劣性重真であり、丑、その毛茸ゐ遁健子じつ
いても劣性の頻度が高い事が認め'られるが、し
かも7J、かる裸奈の多様性は明かに氏が大多重量滞
の1中心さみなしている東掃7ジアt二集中して
いるのをみるのであるd以上のペ拘横な矛盾は
併し軍なる例外乏して看過しうるものであるか
も知れない司或は又 E抽出島田討がい対日〈遺'
侮子頗度の地理的遷移ω方・向は多〈の損合この
例の如〈全〈任意的なものなめかも知れないq
終療の研究によりこの皇自殺明カ、じす，Oこさは屋
要であるq
著者等は正の遺博子の地理的分化についτは
究め如〈考える。有毛から無毛へ.卸ぢHsから
hsへの襲異は明かにこ藤野生種}l.spontan.e咽
1の類に於τ既iこ起っており、見、栽培六傑種に
近いE 時riocrH;honが無毛であるさころから六
.保野生積i二於ても有、無毛雨型への分化が既t二
起っていたさ想像するこさはあながち無理では
ない3 それで栽埼型の彰成の時既に野宰六保穫
に保有されていた Hs，hs爾遺俸子が義堵型皮
夢中に入ったものさ考えるこさができるq 而し
尤現在みられる此等遺俸子頻度分布の地理的場
則性は主さして異った地域へさ大要が俸婚され
た際じ生じた遺健子頻度の偶然的差異の結果で
あるさ考えずるを得ないq例えば中国かち朝鮮
更に日本トミ皮~が逐'*俸矯したさ考えるさ，き
特l二有毛型のものが偶然的に多ぐ東漸したさ考
えるョ文、ニ侮栽培型が六傑栽培型ミニ暢野生
型さの交雑により生巴?之さき(:Frei~~ben 1940) 
ここlこ辺じた非脱落性二傑種は殆ど無毛であっ
s たさ考えるのである司而じて、初原の六保主主培
型の特性や費鮮地、栽培大~lニ於ける種々の形
質の分化過程等について新ちしい知見が得られ
ればこの推測が正しh、か否かlは自ら明かになる
さ思う司
失に著者tの1人はさきに第6報で底劇j型遁偉
子の分布その他の特性調査結果から、東亜北方
地匝〈満洲、北鮮、北日本)にみられる短毛底
刺品種が北敵方面から入ったものさ推測t，Af;_が
本調査切結果葉鞘無"fi'Sいう形質が部分的i二高
刺型さ同慌品種9>由来推測じ役立ちきる如〈思
われたョそわは、東斑北方地匝の皮重f.tJ'，北敵春
情地帯の夫れさ同様殆r凡て葉鞘無毛型であっ
て、その南t二接する秋矯地帯の皮穿さ著じ〈異
っている司而しτ東亜産の短毛嘩刺品種拡.特
殊のものぞ除~.凡て葉鞘無毛であり、従って
雨形質は相伴つτいるこさが判る司叉、四角種
t二於τ無毛型の頻度の高いこさも短毛底刺型の
揚合さ笥似しているq縫って1t<さも東亜の北
方地匝にみられる薬鞘無毛なる形質は欧州北方
の皮穿l二由来 1した形質であるさ推定される司
最後に我閣の品種iニついて一言ずる()'我圃の
皮要は葉鞘|こ毛をもたないものは僅かに四%'"C ~ 
.L9- (9) 
4 
あるが.この中でこ傑種であるさか短毛底刺~
帯するさか或は来歴~L-らぺ大結果敵州或は印
度に由来したさ見倣されるものがlt%もあり、
結局日本在来さ思われる皮多は90%まで有毛型
であるこさが判るd 一方、我園の練要は大部分
が無宅であって、これは偶然さはいえ極めて欄
箸な注目グゥごき特異性手思われるq而して、ニ
健闘の毛茸の刊により大腫聞東以南の地域
じ於τは極めて姉に品種の峨性の酬を行
うこさ tJ~できるq
ホ奇究は文部省糾事試験研究設に主轟業畿の i栂で
あ品。働媛助金奥えられれ御盤届に軍司し深謝する。
• 
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水田雑草の防除試験 (2J
水田の薬剤除幕 (1)
笠 原
1.鱒 雷水稲さ水困難:隼ぞ生育せしめ
たボヅト及永田拒に於りる諸積の繋費jによる幅
除猷験以既報fめしたが窓口は昭和17，年より同20，
..高水田に於て硫酸、硫酸銀、石灰窒素、其他
者世施用した雑草幅除並t二雑草費生防止試験@結
果の大要令報告する。倫最近アメリカaセレセ
4シヨンを起しでゐる新ホルモン除草剤2'-4-
DのS食事試験は目下施行中でィ 7月中下旬にそ
の遁量を撮布.すれば禾本科雑草(主に¢エ)そ
除〈他の全部の水田除草を枯死せしめ、稲iこ及
峰す識密は極めτ!1t.いので好成績が得られつ冶
ある、その結果は後に接表の畿定である司
2.賦験の方法 (-1)水総継付前の石灰窒
遂の撒布によft雑草防除試験
*田雑草種子はヒエ類等ぞ除廿ば 2佃位覆土 .
すれば珪芽しない(禾鷲表〉よって土壌表面l二
石灰窒素必撒布して表土居に含まれる雑草種子
高官害.L-.其の後土や捷枠しなければ雑草の費生 ，
が少k~.J 同撒布後に撹持すれば死な、ぃ種午
が表面に出て鷲芽するq そこマi基水前に田面
毎平にし't:少し漁策や奥へた後、石灰窒素足首
7.5-15~~均一に撒布して4. 9. 7. 10日後t二
安 夫
堪水し，代掻作業やせ今に田植して、難主事E費生
さ稲松量~調査したa 昭和17年の試験は第 1.2
表、昭和18年訴織は第3表であるq 街、直宮地
肥量等は第4表の如〈勺ある。
第I表挿秩前の石灰窒素撒布試鴎
〈昭如ー七鴇甲田)
1 区 宮無富草脚箆|
慮理方法 I に すにお般重す1~lt!lÏ\主事;~持制総童数意 歩合診令
万円 72明 8 f 
(袖前川) 1081 970150MI S83 
撒布 15 1815013790111831 1781 41.6 1 88.0 1 
• 除草嵐 188074020 ¥1680 .392 1∞ 93.長|
‘除 車 『匝 430o 1司125 3.5 100 
備司~ Iく1)窓生艇事種類・・・アゼナ、 アプJメ、..fdl
~サ.キカシグサ、 ~~;I:þ ヤ'，~ )}‘ヨ
+t1(、タマガヤツ B、タ夕、 k%.、bデ
!I ~、ミゾ"':1-<、 J ヒ世バ等である。
(2) 6月20日右灰雪量桑撒布、 6月23日降雨t，
b溢水した。
くり 7刀29日生事差;測定.乾草量は同車E後8
月日日t二測定した。
--10 ・ー 〔良象研究第381fe第1. 1C-14頁 19手8) ， 
